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令和 5 年度事業計画 

自 令和 5 年４月 １日 

至 令和 6 年３月３１日 

１．事業方針 

令和４年度は受託業務として従来に引き続き一般消費者の安全・安心を確保するため製

造業者、輸入業者、販売業者などを対象に、試験・検査業務を受託する。また、日用製品

の品質、性能の向上及び安全性の確保を図るための技術指導・相談、安全性に関する調査、

研究を行い、新しい商品開発の支援、情報の提供、他の試験・検査機関との事業協力など

を通じて、企業などの品質管理体制の充実に向けた支援業務を積極的に推し進める。 

平成２０年１１月から認証を受けて来た ISO9001 については、平成２９年６月１日で返

上したが、必要なシステムは継続運用して品質を保証している。 

品質方針として「常に安全性向上を心がけ、関連規格・基準などに則り、または準じて、

適時・的確な日用金属製品の試験・検査結果を提供する」を継続して掲げ、業務管理マニ

ュアルとして ISO9001：2015 に準ずるとともに法令を遵守して試験・検査サービスを実施

する。 

この度検査機関として委託を受けている一般財団法人製品安全協会より、ISO17025 もし

くは準ずる JNLA 認証を求められたことから、JNLA 認証取得に向けて準備を進める。 

令和４年度の設備投資では、事務所ひさしの外壁の老朽化により補修を行った。令和５

年度では「炭素分析装置」の老朽化に伴い「炭素・硫黄分析装置」に更新する。１千万円

弱必要で燕市に１／２補助を申請している。 

 令和４年度の収支見込みは、事業計画７６，９００千円に対して新型コロナウイルスの

反動落ち込みの影響か推定実績が７３，４００千円（達成率９５．４％）であり、収支決

算ではマイナス１，１２５千円が見込まれる。 

令和５年度の事業収入計画は、令和４年度の推定実績および手数料の再度一部見直しを

考慮して７７，０００千円（前年計画比１００．１％、前年実績比１０４．９％）（分析器

補助金４，６７５千円別途）を見込む。 
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表１ 事業収入見込み（依頼検査・試験手数料分） 

   年度 

 

項目 

令和 4 年度 

予算 

（Ａ）（千円） 

令和 4 年度 

実績見込み 

（Ｂ）（千円） 

令和 5 年度 

予算 

（Ｃ）（千円） 

令和 4 年度

予 算 対 比

（％） 

（Ｃ）／（Ａ） 

令和 4 年度

推定実績比

（％） 

（Ｃ）／（Ｂ） 

依

頼

検

査 

ＳＧマーク

ロット認証

製品検査 

燕 23,000 13,300 14,200 61.7 106.8 

大阪 3,000 1,860 2,000 66.7 107.5 

（小計） 26,000 15,160 16,200 62.3 106.8 

SG・PSC 型式認証 

（工場認定・試買） 1,500 1,540 1,500 100.0 97.4 

ＳＧ・PSC ロット認証 

（IH・缶切等７品） 1,500 1,970 2,000 133.3 101.5 

出張料 400 300 300 75.0 100.0 

小計 29,400 18,970 20,000 68.0 105.4 

依

頼

試

験 

一般性能関係 40,300 45,930 50,000 124.1 108.9 

化学分析 

燕 2,500 4,460 3,000 120.0 67.3 

大阪 2,000 1,440 1,500 75.0 104.2 

（小計） 4,500 5,900 4,500 100.0 76.3 

クレーム関係 2,000 1,820 1,800 90.0 98.9 

運送料 700 780 700 100.0 89.7 

小計 47,500 54,430 57,000 120.0 104.7 

小計 76,900 73,400 77,000 100.1 104.9 

炭素分析助成金 0 0 4,675 － － 

合計 76,900 73,400 81,675 106.2 111.3 
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２．個別事業 

（１） 依頼検査 

イ ＳＧマークロット認証製品 

  一般財団法人製品安全協会の事業に協力して実施するもので、ＳＧマーク認証業務

によるロット認証製品の製品検査を行う。 

ロ ＳＧマーク型式認証検査（試買検査） 

一般財団法人製品安全協会の事業に協力して実施するもので、製造業者などの製品に

品質管理が適切に行われ、継続して認証基準に適合した製品を作り続けられる能力があ

るかどうか検査を行う。また、不定期の依頼になるが販売店などで売られているＳＧ認

証商品が認証基準を満たしているのか検査も行う。 

 

（２） 依頼試験 

イ 性能試験 

  製造業者、輸入業者などに対して、納入業者が販売店仕様による性能評価試験結果

の提出に関する試験を実施する。 

また、製品に関する性能試験、新規商品等に求められる使用上の安全性に対する試

験を実施する。 

ロ 化学分析試験 

  製品に対する環境汚染化学物質、鉄材料やステンレス鋼試料中の化学成分の種類や

材質等を解析するもので、主に外部委託により対応する。 

  また、大阪事業所において輸入品の通関に必要な抜き取り業務を行う。 

ハ 苦情商品発生原因究明解析試験 

  事故品を基に原因物質・原因究明のための分析、測定を行い、現状把握、原因究明

の解析にあたる。事故品が消失した場合には、その使用状況（現状把握）などの調査

結果をもとに、事故同等品を入手し、製品、部品、材料などの性質、材質分析及び各

種試験を行い、事故再現性試験を実施する。 
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３．人員計画・会議計画 

イ 役職員の増減計画 

表２ 役職員の増減 （単位：人） 

区別 性別 
令和４年度 

末現在 
減員退職 増員新任 

令和５年度 

計画 

役

員 

常勤 男 １ ０ ０ １ 

非常勤 男 ３ ０ ０ ３ 

職員 
男 ５ ０ ０ ５ 

女 ５ ０ ０ ５ 

顧問 

（非常勤） 
男 ０ ０ ０ ０ 

合計 １４ ０ ０ １４ 

        

ロ 常勤役職員の事務所配置計画 

表３ 常勤役職員の事務所配置（単位：人） 

区別 性別 燕本部 大阪事業所 計 

常勤理事 男 １ ０ １ 

職員 
男 ４ １ ５ 

女 ５ ０ ５ 

顧問（非常勤）  ０ ０ ０ 

計 １０ １ １１ 

 

ハ 会議及び開催回数 

１． 理事会（役員会）        年２回（定例３・６月）以上 

２． 評議員会            年２回（定例３・６月）以上 

３． 運営会議（マネジメントレビュー）毎月１回 

 

                 以 上 


